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研究テーマ（発表タイトル） 

企業が模倣しにくい経営戦略を実行するためにはどうすればよいのか 

 

※必ず＜企画シート作成上の注意＞を確認してから、ご記入をお願いいたします。 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

 本研究の目的は、企業が模倣しにくい経営戦略を実行するためにはどうすればよいのかを明らかにすることである。 

 企業が模倣しにくい経営戦略を明らかにすることによって、企業が模倣しにくい経営戦略を立案する参考となる。また、企業が

模倣しにくい経営戦略を実行するためにはどうすればよいのかを明らかにすることによって、企業がうまく戦略を実行する参考となる。 

 

２． 研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

 経営戦略とは、持続的な競争優位性の確立に向けた資源配分と施策の基本方向性である(清水;2011)。 

文献を整理していくと、企業が模倣しにくい経営戦略には、ビジネスシステムの差異化(加護野・井上;2004)が重要となることが

わかった。 

まず、差異化には、製品・サービスの差異化と、ビジネスシステムの差異化がある(加護野・井上;2004)。製品・サービスの差

異化とは、他社の製品やサービスとの間に違いを作ることである(加護野・井上;2004)。次に、ビジネスシステムの差異化とは、ビ

ジネスシステムを通じて違いを生み出すことである(加護野・井上;2004)。ビジネスシステムとは、顧客を終着点として、そこに実

際に製品・サービスを届けるために、企業が行う業務の仕組みである(伊丹;2012)。この 2 つのタイプの差異化の特徴から、ビジ

ネスシステムの差異化が模倣困難であることがわかった(加護野・井上;2004)(図表 1)。 

企業がこのビジネスシステムの差異化を実現するためには、「統一」、「本丸」、「細部」という 3 つの論理によるビジネスシステム

の構築が必要である(伊丹;2012)。「統一」とは、目的とする差異化を明確に意識し、ビジネスシステム全体の設計をすることで

ある(伊丹;2012)。「本丸」とは差異化を実現する本質的要因に、徹底的に対応したビジネスシステムにすることである(伊

丹;2012)。「細部」とは、ビジネスシステムを構成する業務一つひとつに目を行き届かせることである(伊丹;2012)。この「統一」、

「本丸」、「細部」という 3 つの論理を兼ね備えた、複雑なビジネスシステムを企業が模倣することは困難であることがわかった(伊

丹;2012)。 



 

<図表 1> 

 

 

３．研究テーマの課題 

企業が模倣しにくい経営戦略を策定できたとしても、それがうまく実行されるとは限らない(清水;2011)。なぜなら、戦略を策定

する本社と、戦略を実行する現場が異なるためである。つまり、本社は現場のことを知らず、現場は戦略を十分理解していないに

も関わらず、理解している素振りをしてしまうため、戦略がうまく実行されないのである(清水;2011)。また、部門間によって、責任

や目標も異なり、仕事に対する価値観も異なるために、部門間で対立を起こしてしまう(組織の分化が発生する)ことも原因であ

る(清水;2011)。さらに、部門間の利害が対立した場合には、自部門の利益の最大化を目指すために、他部門の言うことにあ

まり耳を貸さず、自部門の主張を繰り返しがちになることも原因である(清水;2011)。 

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

企業が模倣しにくい経営戦略をうまく実行するには、企業内部の組織に一体感を持たせることが必要である(伊丹;2012)。

組織に一体感があれば、組織としてまとまった努力を継続的に持続させることができるのである(伊丹;2012)。組織に一体感を

持たせるためには、企業内の各部門が同じ組織文化を持ち、従業員のモラールを高めることが重要となってくる(伊丹;2012)。 

ではどのようにして、企業内の各部門が同じ組織文化を持ち、従業員のモラールを高めることができるのか。これは、SAP という

概念を用いて明らかにすることができる。なぜなら、SAP は企業内部の個人の相互作用に着目する戦略観であり、その相互作用

から、どのようなものが生み出されたのかを明らかにできるからである(大森;2011)。特に企業内部の相互作用のなかでも、プラク

ティスに着目することで明らかにすることができる(大森;2011)。プラクティスとは、非目的的でルーチン化された、企業全体で行う

活動である。 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

 企業内の各部門が同じ組織文化を持ち、従業員のモラールを高めることについて、SAP という概念で明らかにできることを、トイ

レ掃除というプラクティスの具体例を挙げて説明する(大森;2011)。まず、企業内全体でトイレ掃除を行うことによって、異なる部

門の従業員とコミュニケーションをとることができる(大森;2011)。また、プラクティスは非目的的な活動であり、それぞれの部門ごと

に異なる目的を持たないため、組織の分化は起こらず、部門間の壁を取り払うことができる。さらに、トイレ掃除を続ける(ルーチン

化する)ことによって、企業内の部門それぞれが同じ組織文化を持ち、従業員のモラールを高めることができるため、戦略をうまく実



行することができるのである(大森;2011)。 

  

６．結果や今後の取り組み 

トイレ掃除の例のように、非目的的でルーチン化された、企業全体で行う活動であるプラクティスによって、企業内部の各部門

が同じ組織文化を持ち、従業員のモラールを高めることができ、戦略をうまく実行することができるのである。 

これからは、実際に企業に理論を当てはめ、プラクティスによって、戦略をうまく実行することができているのかを検証する。 

 

７．参考文献 

• 伊丹敬之(2012)『経営戦略の論理(第 4 版)—ダイナミック適合と不均衡ダイナミズム』、日本経済新聞出版社。 

• 井上達彦(2015)『模倣の経営学』、日本経済新聞出版社。 

• 大森信(2011)『トイレ掃除の経営学―Strategy as Practice アプローチからの研究』、白桃書房。 

• 加護野忠男・井上達彦(2004)『事業システム戦略―事業の仕組みと競争優位』、有斐閣。 

• 清水勝彦(2011)『組織を脅かすあやしい「常識」』、講談社。 

 

西日本インカレ事務局への連絡事項 
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※商品写真、人物写真、音楽などを掲載・利用する場合、必ず著作権、版権の使用許諾を得てください。日経 BP 社・日経 BP マーケティング社は一切の責任を負いません。 
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